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Fig.1 DistributionofScbistosomiasisJaponicainSoutheastAsia
フィラリアおよびマラリアの主要伝搬蚊
大 森 南 三 郎 (長崎大医学部)
人糸状虫 Wuchereriabancroftiには仔虫が夜
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左 奈 田 幸 夫 (国立埼玉病院)
昭和35年 4カ月間,ラオス派遣医療団長として診療
に従事した｡
食生活は主食の米と雑魚の塩漬けおよび野草に近い
野菜類で,手づかみで食事をする習慣があり,低栄養
とミネラル,ビタミン類の不足は感染抵抗力の減退と
相まって,各種慢性疾患の原因となり,かつ感染防止,
++++++
+
予防などの手段が講ぜられていない｡また常識も低い
ので蔓延の原因となっている｡
洗浄不十分の生野菜を食べ,負,肉類の煮炊きが不
十分なため,回虫症,鈎虫症などの発生率も高 く,治
療も不十分である｡
ラオスには県単位12の国立病院 (大部分もとフラン
ス陸軍病院)があり,診察は無料であるが,処方葺を
くれるだけである｡患者は主に中国人経営の町の薬局
から,処方葺によって薬を買って服用している｡
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